
～助成対象戸数と申請できる上限戸数について～ 

1 福祉避難所※当たりの助成対象戸数は、事業所の利用定員数に応じて下表に定める戸数を上限としま

す。（最大２０戸） 

※（イ）災害時協定締結事業所要件の場合は、「災害時協定締結事業所」と 

 （ウ）災害要件なし事業所要件の場合は、「申請事業所」と読み替えてください。（以下同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  利用定員数及び、上限戸数の考え方については下記のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※利用定員数の定めがないサービスは下記のとおりです。（一律４戸が上限） 

・訪問介護 ・訪問入浴介護 ・居宅介護支援 

 

 

 

 

運営している介護保険サービスに利用定員数の定めがある※ 

1つの福祉避難所につき、複数の 
介護保険サービスを運営している 

はい 

いいえ 

いいえ 

該当するサービスの利用定員
数を合算した数により、上限戸
数が決まります。（例２を参照） 

サービスの利用定員数によ
り上限戸数が異なります。 

（例１を参照） 

4戸が上限です。 
（例３を参照） 

はい 
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上限戸数 

 ４ 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

   ＊利用定員数は福祉避難所の収容人数ではありません。 



【上限戸数の算出例】 
    
例１《１つの介護保険サービスのみ運営している場合》  

    特別養護老人ホームを運営していて、利用定員数が１２０名の場合  

   ➡上限戸数は１２戸になります。  
 
例２《複数の介護保険サービスを運営している場合》    

    特別養護老人ホームと通所介護事業所を運営していて、  
    利用定員数が特別養護老人ホーム１５０名・通所介護事業所３０名の場合 
   １５０（名）＋３０（名）＝１８０（名）   

   ➡上限戸数は１８戸になります。  
    
例３《利用定員数の定めのない介護保険サービスのみ運営している場合》  

    訪問介護事業所を運営していて、利用定員数の定めがない場合（ 

   ➡利用定員数の定めがないサービスのため、一律４戸が上限です。 
    
例４《年度内にサービスの利用定員数が増える予定がある場合》  

    利用定員数が１２０名の介護老人保健施設を運営しているが、 
    年度内にその利用定員数が１５０名に増える予定がある場合 

  ➡利用定員数は当該年度４月１日時点の数により算定します。 
     年度内に利用定員数が増える見込みがある場合でも、それは変わりません。 
     したがって、利用定員数は１２０名で計算し、上限戸数は１２戸になります。 
      
例５《1福祉避難所内に対象サービスと対象外サービスが所在している場合》 

特別養護老人ホームと地域密着型通所介護事業所の２つを運営していて、 
利用定員数が特別養護老人ホーム６５名・地域密着型通所介護事業所１５名の場合 

   ➡地域密着型通所介護事業所は助成対象外のため、   
  
    特別養護老人ホームの利用定員数６５名で上限戸数を算出し、上限戸数は７戸になります。 

 

 


